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Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
で
、
共
に
活
動
を
し
て
い
る
「
ツ
ル
ハ
ユ
ニ
オ
ン
」
の
ご

紹
介
に
よ
り
、
ツ
ル
ハ
ユ
ニ
オ
ン
本
体
企
業
で
も
あ
る
「
株
式
会
社
ツ
ル

ハ
」
よ
り
、
ノ
テ
福
祉
会
・
日
本
介
護
事
業
団
の
計
９
施
設
（
１
０
箇

所
）
に
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
ハ
ン
ド
ジ
ェ
ル
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
株

式
会
社
ツ
ル
ハ
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
流
行
下
で
、
医

療
・
介
護
現
場
に
従
事
す
る
組
合
員
に
対
し
て
の
感
謝
の
思
い
を
表
す

る
」
目
的
の
も
と
、
ノ
テ
福
祉
会
（
法
人
本
部
・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

ノ
テ
幸
栄
の
里
・
ノ
テ
と
よ
ひ
ら
の
里
・
ノ
テ
ふ
る
さ
と
・
ノ
テ
き
く
す

い
の
里
・
ノ
テ
新
さ
っ
ぽ
ろ
の
里
・
ノ
テ
と
み
ざ
わ
の
里
・
介
護
付
有
料

老
人
ホ
ー
ム
「
天
」
）
日
本
介
護
事
業
団
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

や
す

ら
ぎ
の
家
・
日
本
介
護
江
別
）
に
計
１
２
４
０
ケ
ー
ス
の
ア
ル
コ
ー
ル
ジ

ェ
ル
が
届
き
、
地
域
事
業
所
等
で
の
活
用
が
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

お詫び 
「2022年労働条件改善交渉要求内容」について 

 
 

 通常であれば３月に「中央委員会」を開催し、組

合員の皆様の承認を得てから、要求内容が確定する

予定でした。しかし今期も、前期・前々期同様に

「新型コロナウイルス感染症」の影響で「中央委員

会」を中止する方向となりました。組合執行部だけ

で決めた内容の要求となりました事を、心よりお詫

び申し上げます。 
 ワクチンの３回目接種も進んでいますが、変異株

の出現等、先行きが不透明な状態が続いています。

リスクと隣り合わせの中で働かれている多くの組合

員の方々、共に乗り越えましょう！ 
 
令和 4年 2月 28日 

ノテユニオン 中央執行委員長 岡本 祝 

組
合
員
の
皆
様
ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。
ノ
テ
ユ
ニ
オ
ン
で
参
与
を
仰
せ
つ
か
っ
て
お
り
ま
す
山

﨑
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
度
、
政
府
が
経
済
対
策
と
し
て
打
ち
出
し
た
「
看
護
・
介
護
・
保
育
等
に
関

す
る
助
成
金
」
に
つ
い
て
、
現
場
も
情
報
が
錯
綜
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
件
に
つ
き
ま
し

て
は
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
と
し
て
も
、
正
確
な
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
と
共
に
、
全
国
の
仲
間
へ
発
信
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
の
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
も
、
我
々
の
代
表
で
あ
り
ま
す

「
か
わ
い 

た
か
の
り
」「
田
村 

ま
み
」
両
参
議
院
議
員
に
、
厚
生
労
働
省
や
内
閣
府
と
の
意
見
交
換
・

要
請
活
動
の
際
に
も
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
の
助
成
金
制
度
は
、
ご
存
知
の
通
り

２
０
２
２
年
２
月
～
９
月
ま
で
の
制
度
で
ご
ざ
い
ま
す
。
１
０
月
以
降
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
協
議
・

検
討
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
制
度
に
関
す
る
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
も
と
に

し
っ
か
り
と
現
場
の
【
声
】
を
国
政
に
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
我
々
の
【
声
】
を
国
政

に
届
け
る
た
め
に
は
「
か
わ
い 

た
か
の
り
」「
田
村 

ま
み
」
両
参
議
院
議
員
の
力
が
絶
対
に
必
要
と
な

り
ま
す
。
前
回
の
選
挙
で
よ
う
や
く
２
本
の
太
い
パ
イ
プ
が
で
き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
こ

の
２
本
の
パ
イ
プ
を
失
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

そ
れ
に
向
け
、
皆
様
方
に
は
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
な
り

ま
す
が
、
我
々
「
医
療
・
介
護
・
福
祉
」
で
働
く
仲
間
の
た
め
、
さ
ら

に
は
自
分
自
身
の
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
何
卒
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 
 

【
ノ
テ
ユ
ニ
オ
ン 

参
与 

山
﨑 

茂
治
】 

かわい たかのり 

tel:011-859-1231
http://www.noteunion.jp/


 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                            

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

                                          

                                             

              
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

       

 

令
和
４
年
２
月
１
６
日
（
水
）
に
「
２
０
２
２
年
度
ノ
テ
ユ
ニ
オ
ン
第
３
回 

中
央
執
行
委
員
会
」

を
開
催
致
し
ま
し
た
。
中
央
執
行
委
員
会
後
に
は
、
毎
年
恒
例
と
な
り
ま
し
た
「
労
働
条
件
改
善
交

渉
要
求
案
作
成
合
宿
」
を
開
催
し
、
４
月
か
ら
始
ま
る
【
労
働
条
件
改
善
闘
争
】
の
要
求
案
作
成
に

向
け
た
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
１
月
に
行
っ
た
「
ノ
テ
ユ
ニ
オ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を
も
と
に

執
行
部
が
２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
「
今
、
改
善
す
べ
き
こ
と
」
を
グ
ル
ー
プ
討
議
し
、
優
先
順
位
を

考
え
な
が
ら
、
骨
子
と
な
る
事
項
を
抜
粋
し
ま
し
た
。
特
に
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
に

関
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
流
行
状
況
か
ら
も
早
急
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

こ
の
労
働
条
件
改
善
交
渉
要
求
案
作
成
合
宿
で
の
意
見
を
も
と
に
、
令
和
４
年
２
月
２
４
日
か
ら
、

ノ
テ
ユ
ニ
オ
ン
四
役
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
い
、
要
求
案
を
確
定
致
し
ま
し
た
。【
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ

ン
統
一
要
求
】
【
ノ
テ
ユ
ニ
オ
ン
独
自
要
求
】
ど
ち
ら
も
、
今
後
の
労
働
条
件
の
改
善
に
向
け
た
も

の
と
し
ま
し
た
。
今
後
、
３
月
２
日
に
要
求
書
の
提
出
、
４
月
４
日
か
ら
団
体
交
渉
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。
１
つ
で
も
多
く
の
要
求
を
勝
ち
取
り
、
実
現
出
来
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
尚
、
交

渉
の
進
捗
に
つ
い
て
は
広
報
誌
（
号
外
）
で
報
告
を
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 
 

① 賃金引き上げについて 

正職員 

総 合 職 
平均基本賃金を ９,５００円 引き上げ 

エリアＡ 

エリアＢ 平均基本賃金を ９,０００円 引き上げ 

契約職員 契約職員に昇給制度の新設 

パート職員 時給 4０円 引き上げ 

嘱託職員 契約による賃金の 2％ 引き上げ 

② 一時金について 

正職員 

総 合 職 夏期：２.４ヶ月 冬期：２.４ヶ月 年間：４.８ヶ月 

エリアＡ 夏期：１.８ヶ月 冬期：１.８ヶ月 年間：３.６ヶ月 

エリアＢ 夏期：１.２ヶ月 冬期：１.２ヶ月 年間：２.４ヶ月 

契約職員 年間 ５０,０００円（全職種支給） 

パート職員 年間 １０,０００円 

 

 

  
① 車両事故による損害の職員負担軽減に関する要求 

車両事故発生時の損害の職員負担について、条件の緩和や上限額の減額に関する要求 

② 新型コロナウイルス感染症発生事業所への応援派遣職員に対する手当についての要求 

感染症発生事業所へ応援派遣された職員に対し、手当の支給についての要求 

③ リーダー手当の新設に関する要求 

大規模施設の介護職リーダー（正職員エリアＢ）に対する手当の支給についての要求 

④ 特殊勤務手当（介護支援専門員）に関する要求 

特殊勤務手当（介護支援専門員）の増額に関する要求【条件によって差額あり】 

⑤ 管理者手当の新設に関する要求 

管理者の業務に対する手当（月額：２０,０００円）の支給に関する要求 

⑥ 介護職員処遇改善支援補助金 及び 福祉・介護職員処遇改善臨時特例交付金の活用方法について 

補助金・交付金についての活用方法、対象職種に関する要求 

 

 

山下 亜沙美さん 

菅原 恵子さん 

宮﨑 泰代さん 

坂本 涼さん 
 

おめでとうございます 

 

島 健洋さん 

新宮 佑一さん 

小野田 悠斗さん 

小野田 晶穂さん 

鈴木 茉由さん 
 

おめでとうございます 

 

木元 幸恵さん 

高玉 留里さん 
 

リラックス！ 

 

坂本 優子さん 

髙橋 るり子さん 

渡部 真理さん 
 

お見舞い申し上げます 

 

山本 幸代さん 
 

おめでとうございます 

 

寺田 和浩さん 

山本 美代子さん 

花枝 由加利さん 

八重樫 ゆかりさん 

沖野 友子さん 
 

お悔やみ申し上げます 

労働組合の目的とは『労働者が使用者と実質的にも

対等な立場で労働条件などの交渉を促進させ、労働者

の地位の向上を図る』ことにあります。日々の業務や

就業時間、福利厚生や職場環境といった多岐にわたる

ことに対し、改善点を組合員から吸い上げて、改善に

向けた取り組みをしていきます。解決方法は様々です。

「賃金の整備」や「一時金の獲得」、「就業規則の見直

し」や「設備等の調整」等の中から法人と組合で交渉

し要求を勝ち取る。これが『労働条件闘争』です！ 


